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県火災共済
商工業者の相互扶助制度

に加入しましょう

◎ お申込みは 新津商工会議所 へ
補償先  新潟県火災共済協同組合

県火災共済

災害建物等の

新大型保障プラン
定期保険 普通傷害保険＋

アクサ生命保険株式会社

〒956-0864新潟市秋葉区新津本町3-1-7
ＴＥＬ．0250-24-9814 ＦＡＸ．0250-24-9816

アクサダイレクト
アクサ損害保険株式会社

ＤＩＲＥＣＴ

アクサ生命保険株式会社 新津営業所

ＪＦＴＤのフラワーギフト全国配達システム

いつでも どこへでも
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23-1187鈎

環境に

  やさしい

ガス冷暖房

(越後天然ガス)

樋口輪店

まかせて安心の店
自転車・オートバイ
自動車販売・車検etc

ＴＥＬ
ＦＡＸ
22-1828
24-1828

日 
 

時 
 
 

３
月
14
日
(金)
・
４
月
11
日
(金) 

10
：
00
～
16
：
00

パ
ソ
コ
ン
の
悩
み
を
一
発
解
決
！
ご
活
用
下
さ
い
。

＝ 

Ｉ
Ｔ
化
相
談
日
の
ご
案
内 

＝

場 
 

所 
 
 

商
工
会
議
所
２
Ｆ
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム

相
談
料 

 
 

当
所
会
員
及
び
パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
者
は
１
時
間
ま
で
無
料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
金
曜
日
開
催)

「
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
」
定
例
相
談
会

毎
月
第
１
火
曜
日
の
午
前
10
時
よ
り
定
例
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

相
談
等
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

(

Ｔ
Ｅ
Ｌ
可
） 

４
月
１
日
(火)

「
国
民
生
活
金
融
公
庫
」
定
例
相
談
会

毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
前
10
時
よ
り
定
例
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
等
が
あ
る
方
は
、１
週
間
位
前
ま
で
に
商
工
会
議
所
ま
で
ご
連

絡
願
い
ま
す
。(

Ｔ
Ｅ
Ｌ
可
） 

３
月
11
日
(火)
・
４
月
８
日
(火)
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クローズアップ
会員

新潟市秋葉区中野1-19-14
TEL:0250-24-7980

　
昨
年
の
11
月
29
日
新
し
く

店
名
を
「
伊
右
ェ
門
」
（
先

祖
の
名
前
）
と
変
え
オ
ー
プ

ン
致
し
ま
し
た
。

　
荻
川
で
「
越
の
し
ら
つ
ゆ
」

の
名
前
で
皆
様
方
か
ら
26
年

の
長
い
間
ご
贔
屓
頂
き
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
家
族
の
会
食
、
大
小
の

ご
宴
会
と
ご
利
用
し
や
す
い

様
に
店
内
を
全
面
改
装
致
し

ま
し
た
。
長
年
、
和
食
の
世

界
で
育
っ
た
長
男
が
、
和
の

食
材
を
中
心
と
し
た
季
節
の

料
理
を
お
出
し
し
て
、
お
客

様
よ
り
喜
ん
で
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
ま
で
同
様
お
引
き

立
て
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
皆
様
方
の
お
出
で
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

始めまして
 「         」と
       申します

荻
川
駅

● ●

●

●

●

アキバオートセンター

北越銀行荻川支店

秋葉自動車
整備工場

荻川
シティ

花みづき

 
 

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
株
式
会
社
ト
ッ
プ
ラ
イ

ズ
で
す
。
弊
社
で
は
「
健
康

事
業
部
」
を
創
設
し
、
昨
年

12
月
22
日
に
「
天
然
温
泉
薬

石
浴
　
嵐
の
湯
　
新
町
ご
り

や
く
通
り
　
秋
葉
店
」
を
オ

ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

「
天
然
温
泉
薬
石
浴
　
嵐
の

湯
」
は
、
一
般
的
な
お
湯
に

つ
か
る
温
泉
と
も
今
ま
で
の

岩
盤
浴
と
も
異
な
る
ま
っ
た

く
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
入
浴

法
で
す
。
薬
鉱
石
の
鉱
物
ミ

ネ
ラ
ル
と
天
然
温
泉
成
分
を

ミ
ス
ト
と
し
て
浴
室
内
に
充

満
さ
せ
た
「
湯
の
な
い
温
泉
」

で
す
。
川
田
薫
理
学
博
士
を

は
じ
め
、
数
多
く
の
医
学
・

理
学
博
士
、
秋
田
玉
川
温
泉

湯
治
館
そ
よ
風
と
共
に
鉱
石

ミ
ネ
ラ
ル
嵐
の
湯
が
中
心
と

な
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
効

能
効
果
を
数
多
く
の
人
に
伝

え
る
事
を
目
的
に
研
究
し
、

市
街
地
型
を
完
成
さ
せ
る
に

至
り
ま
し
た
。
ナ
ノ
粒
子
と

な
っ
た
鉱
石
・
温
泉
の
ミ
ネ

ラ
ル
分
が
ス
ム
ー
ズ
に
体
内

に
吸
収
さ
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
水

を
沢
山

飲
み
な

が
ら
入

る
こ
と

に
よ
り
、

有
害
物

質
を
排

出
し
な

が
ら
体

内
の
水

分
を
入

れ
替
え

て
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
の
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
が
薬

石
浴
の
最
大
の
特
徴
で
す
。

「
嵐
の
湯
」
で
は
常
に
清
潔

な
状
態
で
入
浴
い
た
だ
け
る

よ
う
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
天

然
温
泉
水
で
薬
鉱
石
を
高
温

・
高
圧
洗
浄
し
、
使
用
さ
れ

た
温
泉
水
は
床
面
下
部
で
再

度
殺
菌
・
排
出
さ
れ
、
清
潔

な
浴
室
環
境
を
保
っ
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
・
全
身

の
生
理
機
能
調
整
な
ど
快
適

感
を
得
に
是
非
一
度
「
市
街

地
型
の
湯
治
場
」
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

秋 葉 店

FAX.0250-22-4976

新町ごりやく通り

U R L  http://www.arashi1114.jp
E-mail  arashi1114@toprise.jp

新潟県新潟市秋葉区新町1-62-4〒956-0862
(新町ごりやく通り)

TEL.0250-22-1114
イ  イ  イ  シ

さ

わやかさん

さ

わやかさん

紹 介

㈱佐藤農園
新潟市秋葉区川根394
TEL:0250-22-2299

佐 藤   光さん

 
 

好
き
な
酒
器
で
燗
を
つ
け
て

晩
酌
を
す
る
。
な
ん
と
有
り
難

い
こ
と
か
と
疲
れ
を
忘
れ
る
。

 
 

最
近
、
「
土
も
の
」「
焼
も
の
」

と
言
わ
れ
る
陶
磁
器
の
良
さ
が

私
の
大
脳
を
刺
激
し
て
き
た
。

何
が
私
の
琴
線
に
触
れ
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
風

情
に
心
が
癒
さ
れ
る
。
こ
ん
な

感
性
が
自
分
の
中
に
も
あ
っ
た

の
か
と
驚
く
が
、
審
美
眼
が
あ

る
か
と
言
わ
れ
る
と
こ
れ
は
実

に
怪
し
く
な
る
。

 
 

お
気
に
入
り
の
陶
芸
家

に

「
北
大
路
魯
山
人
」
が
い
る
。

偉
大
な
芸
術
家
の
一
人
で
あ
る

が
変
わ
っ
た
人
だ
っ
た
ら
し
い
。

 
 

彼
の
生
家
は
代
々
京
都
の
上

加
茂
神
社
の
社
家
を
し
て
い
た

由
緒
正
し
き
家
柄
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
彼
が
生
ま
れ
る
４
ヶ

月
前
の
父
の
死
を
境
に
一
変
し
、

魯
山
人
こ
と
房
次
郎
は
里
子
に

出
さ
れ
苦
労
が
始
ま
る
の
だ
が
、

彼
が
３
歳
の
頃
、
養
母
に
手
を

引
か
れ
上
加
茂
神
社
の
東
側
に

拡
が
る
神
宮
寺
山
を
散
歩
し
て

い
る
と
き
に
見
た
躑
躅
の
花
の

真
っ
赤
に
咲
き
競
う
光
景
が
忘

れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
色
彩
の
渦
を
見
て
「
美
の

究
極
」
を
感
じ
、
「
自
分
は
美

と
と
も
に
生
き
よ
う
と
決
心
し

た
」
と
い
う
。(

山
田
　
和
著

「
知
ら
れ
ざ
る
魯
山
人
」
よ
り)

。

 
 

そ
し
て
10
歳
で
丁
稚
奉
公
に

出
さ
れ
、
13
歳
で
画
学
校
進
学

を
あ
き
ら
め
養
父
の
木
版
仕
事

を
手
伝
う
よ
う
に
な
る
。
そ
れ

か
ら
凄
ま
じ
い
勢
い
で
書
道
、

篆
刻
、
扁
額
、
濡
額
、
款
印
、

料
理
、
作
陶
で
自
分
の
世
界
を

切
り
開
い
て
い
く
。

 
 

東
京
赤
坂
山
王
台
の
旧
華
族

会
館
「
星
岡
茶
寮
」
を
借
り
受

け
同
名
で
開
寮
し
、
料
理
長
と

し
て
調
理
場
を
仕
切
り
、
北
鎌

倉
山
崎
に
築
窯
し
た
「
星
岡

窯
」
で
料
理
を
盛
り
付
け
る
器

を
自
ら
製
作
し
独
自
の
雅
美
観

を
世
に
問
う
た
。

 
 

特
別
に
英
才
教
育
を
受
け
た

わ
け
で
は
な
く
、
己
の
努
力
で

審
美
眼
を
高
め
、
自
ら
創
造
し
、

他
の
追
随
を
も
許
さ
な
い
域
に

ま
で
到
達
し
た
人
生
は
正
に
驚

嘆
す
る
。

 
 

で
は
、
人
の
才
能
と
は
ど
の

様
に
創
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

 
 

遺
伝
子
に
記
憶
さ
れ
て
い
る

先
天
的
な
も
の
か
、
あ
る
い
は

努
力
の
積
み
重
ね
で
の
後
天
的

な
も
の
か
、
は
た
ま
た
そ
の
両

方
が
偶
然
備
わ
っ
た
結
果
な
の

か
。

 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
の
よ

う
な
凡
人
に
は
終
生
成
し
得
な

い
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
崇
高
な
芸

術
の
世
界
が
存
在
す
る
の
で
あ

ろ
う
。

 
 

せ
め
て
美
し
い
も
の
を
美
し

い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
心
を

磨
き
、
美
し
い
と
思
え
る
生
き

方
が
で
き
る
こ
と
に
こ
そ
幸
せ

が
あ
る
と
信
じ
た
い
。

監  事

荻野  構一

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x

リ
レ
ー
随
想

リ
レ
ー
随
想

「美
」に
想
う


